
中城御殿の整備について（城郭内文化財展示収蔵機能の附加）

城郭外：中城御殿跡地

展示品：美術工芸品等（オリジナル）
特別展示室・収蔵庫の新設

• 首里城復旧・復興ワーキンググループ会議によって、以下の案を作成。
• 県文化財課、文化振興課、都市公園課、（一財）美ら島財団による検討と有識者の意見を参考とした。

城郭内

展示品：模造復元品等

特別展示室・収蔵室のあり方（案）
① オリジナルの美術工芸品等は、原則、城郭外（中城御殿跡）で展示・収蔵する。
② 城郭内での展示に関しては、模造復元品等を中心とした展示を基本とする。
③ 城郭内外の特別展示室・特別収蔵庫について、防災機能やバックヤード機能の向上が必要。

土木建築部作成
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表御殿西側エリア
（エントランス/コミュニティ）

・鉄骨造、外観復元（790㎡）

上之御殿エリア

・琉球庭園と緑地整備

敷地面積：約11,330㎡（約3,433坪）
建物延床面積：約3,542㎡（約1,071坪）

外観再現

外観復元

木造復元

外構(修景施設)

中城御殿跡地エリア別の整備計画（H23） 令和３年度見直し予定

【施設概要】
王国末期から戦前に至る王家ゆかりの屋敷で、平成２２年度～２６年度検討委員会を開催し、

中城御殿跡地整備基本計画等を策定。令和３年度で基本計画の改訂を予定。
特別展示エリア
（展示・収蔵）

・RC造、外観再現（約1700㎡）
・展示・収蔵機能を配置

表御殿東側エリア
（展示・鑑賞）

・木造建物の復元（約1,000㎡）
・琉球庭園の復元土木建築部作成
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